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第 62 号

コ
ロ
ナ
と
豪
雨
災
害
で
、

寺
院
だ
け
で
な
く
檀
信

徒
の
方
々
へ
の
影
響
を

考
え
る
と
、
な
に
か
行

動
を
と
体
が
動
き
ま
す
。

▼
コ
ロ
ナ
で
は
、
成
田

の
検
疫
所
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
し
て
い
た
僧
侶
が

い
ま
す
。
熊
本
で
は
本

堂
が
流
さ
れ
、
そ
れ
を

支
援
し
に
動
い
た
僧
侶

も
い
ま
す
。
各
地
で
多

く
の
心
あ
る
有
志
が
動
い
て
い

る
こ
と
を
、
仲
間
と
し
て
誇
り

に
思
い
ま
す
。

▼
そ
ん
な
中
で
、
常
に
僧
侶
と

し
て
、
人
と
し
て
、
今
な
に
を

す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
と
、
自
問

自
答
も
し
ま
す
。

▼
勿
論
、「
手
を
合
わ
せ
て
お
題

目
」
が
主
た
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
方
で
、
身
近
に
手
を
差
し
伸

べ
る
行
動
も
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
安
直
な

行
動
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
、
時

に
は
必
要
な
救
い
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▼
八
〇
〇
年
に
む
け
て
、
我
々

は
檀
信
徒
と
共
に
「
今
」
を
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、心
に
﹃
法
華
経
﹄

を
宿
し
、
行
動
に
熱
を
持
ち
進

ま
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

▼
「
コ
ロ
ナ
退
散
祈
願
だ
け
し

て
楽
し
て
」
と
い
わ
れ
る
か
、「
コ

ロ
ナ
退
散
祈
願
を
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
い
わ
れ
る
か
、

同
じ
祈
願
で
も
相
手
に
よ
っ
て

は
受
け
取
り
方
が
異
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
か
は
、
普
段
の
我
々
の

取
り
組
み
如
何
で
す
。

▼
次
世
代
に
む
け
て
二
陣
三
陣

つ
づ
く
よ
う
に
、
威
厳
を
残
し

つ
つ
時
代
の
求
め
に
応
じ
る
「
多

様
性
と
伝
統
の
両
立
」
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
「
コ
ロ
ナ
っ
て
最
近
（
細
菌
）

み
な
い
よ
ね
」
と
い
う
日
が
来

る
よ
う
に
、
心
身
と
も
に
荘
厳

に
合
掌
す
る
姿
と
、
社
会
へ
の

取
り
組
み
を
見
せ
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

（
吉
本
栄
昶
）
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就
任
　
退
任

令
和
一
・
一
一
・
一
六

住
友
公
亮

日
蓮
本
宗

理
事

　
　
　

退
任

令
和
一
・
一
一
・
一
六

二
瀬
智
秀

柳
下
正
則

日
蓮
本
宗

理
事

　
　
　

退
任

就
任

令
和
二
・
一
・
一

永
岡
悠
希

橋
本
一
妙

京
都
門
下
連
合
会

理
事

　
　
　

退
任

就
任

令
和
二
・
九
・
一

佐
藤
光
徳

木
村
光
正

本
門
法
華
宗

理
事

　
　
　

退
任

就
任

▼
人
事
（
事
務
局
へ
の
連
絡
日
を
含
む
）

京
都
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会

事
業
開
催

日
蓮
大
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年

慶
讃
大
法
要
奉
修

　

二
月
十
五
日
（
土
）
京
都
市
左
京

区
岩
倉
顕
本
法
華
宗
総
本
山
妙
満
寺

に
お
い
て
京
都
日
蓮
聖
人
門
下
連
合

会
（
京
門
連
）
主
催
・
京
都
日
蓮
聖

人
門
下
本
山
会
後
援
の
「
日
蓮
大
聖

人
御
降
誕
八
〇
〇
年
慶
讃
大
法
要
」

が
京
門
連
各
聖
と
檀
信
徒
約
三
百
名

が
参
拝
し
奉
行
さ
れ
た
。

　

例
年
京
門
連
で
は
御
降
誕
会
に
合

わ
せ
総
会
を
開
催
し
て
お
り
、
本
年

度
は
妙
満
寺
信
徒
会
館
を
会
場
に
午

前
十
一
時
よ
り
開
会
さ
れ
た
。
当
会

会
長
で
あ
る
大
川
日
仰
猊
下
の
玄
題

三
唱
に
始
ま
り
、吉
永
義
康
理
事
長
・

橋
本
一
妙
副
理
事
長
進
行
の
も
と
審

　

令
和
二
年
七
月
二
十
九
日
（
水
）、

日
蓮
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
で
、

「
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
祖
廟
参
詣
・

身
延
理
事
会
」
が
開
催
さ
れ
、
全
国

日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
の
顧
問
・
常

任
理
事
・
理
事
・
監
査
・
大
阪
門
下

懇
話
会
理
事
長
等
、
二
十
四
名
が
参

加
し
た
。

　

午
前
十
一
時
、
御
廟
法
務
所
に
集

合
し
、
祖
廟
に
て
法
味
言
上
及
び
記

念
撮
影
。
続
き
久
遠
寺
へ
移
動
し
諸

堂
参
拝
、
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
書

院
に
て
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

中
川
法
政
理
事
長
が
座
長
と
な
り

議
題
に
沿
っ
て
議
事
を
進
行
。

　
「
令
和
元
年
度
事
業
報
告
」「
令
和

元
年
度
決
算
報
告
」「
中
国
西
安
草

堂
寺
結
集
特
別
予
算
決
算
報
告
」
に

つ
い
て
事
務
局
よ
り
報
告
。
決
算
報

告
で
は
監
査
の
福
島
泰
樹
師
よ
り
、

監
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、一
同
承
認
。

次
に
、「
令
和
二
年
度
事
業
計
画
案
」

「
令
和
二
年
度
予
算
案
」
を
事
務
局

よ
り
提
案
、一
同
承
認
。
引
き
続
き
、

事
務
局
よ
り
「
御
降
誕
八
〇
〇
年
慶

讃
諸
事
業
」の
現
況
報
告
が
行
わ
れ
、

本
年
五
月
二
十
八
日
に
開
催
を
予
定

し
て
い
た
﹃
誕
生
寺
結
集
﹄
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中

止
と
な
っ
た
経
緯
が
報
告
さ
れ
た
。

祖
廟
参
詣
及
び
身
延
理
事
会
開
催
さ
る

身延理事会　令和２年７月２９日

︻
書
籍
紹
介
︼

『
法
華
経
世
界
へ
の
誘
ひ
』（
展
転
社
）

相
澤
宏
明
著
・
三
八
〇
〇
円+

税

　

仏
教
書
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
法
華

経
に
関
す
る
書
も
数
多
い
。
専
門
書

は
難
し
く
、
読
む
の
を
あ
き
ら
め
て

し
ま
う
。
そ
う
か
と
い
っ
て
例
え
話

の
多
い
書
は
本
意
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
見
失
っ
て
し
ま
う
。

　

本
書
は
法
華
経
に
関
心
を
持
っ
た

方
に
、
仏
教
用
語
も
適
宜
解
説
を
加

え
、
大
ま
か
な
内
容
を
伝
え
て
い
ま

す
。
と
く
に
こ
れ
か
ら
法
華
経
を
読

み
始
め
る
方
に
と
っ
て
は
、
専
門
書

に
は
な
い
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
書
と
思
い
ま
す
。

　

本
文
中
の
法
師
品
第
十
に
は
「
随

喜
」
の
説
明
が
あ
り
、「
仏
の
教
へ

を
受
け
て
、
一
念
に
も
随
喜
す
る
者

は
記
別
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
。
私
達
が
僅
か
一
念
で
も
歓
び
楽

し
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
成
仏
の
約

束
を
戴
く
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
こ

の
一
説
は
、
こ
の
一
瞬
の
中
に
驚
異

的
な
仕
組
み
が
あ
る
の
で
す
。各
章
、

法
華
経
な
ら
で
は
の
驚
き
を
感
じ
さ

せ
、
混
迷
の
世
界
を
救
う
視
点
か
ら

未
来
へ
の
予
言
の
書
で
あ
る
こ
と
を

理
解
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。ぜ
ひ
、

ご
一
読
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。

（
国
柱
会
信
行
員　

田
中
建
夫
）

　

続
い
て
、「
京
都
門
下
連
合
会
活

動
報
告
」
が
吉
永
義
康
京
都
門
下
連

合
会
理
事
長
よ
り
、「
地
方
門
下
連

合
会
活
動
に
関
す
る
報
告
」
が
佐
野

貫
順
大
阪
門
下
懇
話
会
理
事
長
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
た
。
午
後
二
時

四
十
分
に
閉
会
。
ま
た
例
年
、
理
事

会
後
に
催
さ
れ
る
懇
親
会
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
中
止

と
な
っ
た
。

議
が
進
み
、
平
成
三
十
一
・
令
和
元

年
度
の
会
務
行
事
報
告
及
び
決
算
報

告
、
令
和
二
年
度
事
業
計
画
・
予
算

案
・
そ
の
他
が
無
事
承
認
さ
れ
た
。

　

午
後
一
時
よ
り
京
都
み
の
り
会
・

京
田
辺
法
華
寺
菩
薩
団
の
万
灯
を
中

心
に
「
万
灯
練
り
供
養
」
が
法
要
に

先
立
っ
て
行
わ
れ
た
。
引
き
続
き
本

堂
に
お
い
て
日
蓮
宗
大
本
山
妙
顕
寺

貫
首
及
川
日
周
猊
下
に
「
ご
降
誕
に

よ
せ
て
」
と
題
し
た
ご
法
話
を
頂
戴

し
た
。
法
話
終
了
後
に
は
堂
内
に
お

題
目
が
響
き
渡
り
、
師
衆
入
堂
・
法

要
が
始
ま
っ
た
。
法
要
に
は
京
門

連
十
六
本
山
御
貫
首
方
の
臨
席
を
賜

り
、
大
川
日
仰
猊
下
大
導
師
の
下
、

吉
永
義
康
理
事
長
、
橋
本
一
妙
副
理

事
長
を
副
導
師
、
式
衆
に
は
顕
本
法

華
宗
各
聖
が
出
仕
し
「
日
蓮
大
聖
人

御
降
誕
八
〇
〇
年
慶
讃
大
法
要
」
が

盛
大
に
奉
修
さ
れ
た
。
そ
の
後
大
法

要
を
記
念
し
て
俳
優
の
嵐
圭
史
氏
に

よ
る
一
人
語
り
「
日
蓮
さ
ま
の
お
心

に
聴
こ
う
」
の
公
演
が
な
さ
れ
た
。

日
蓮
大
聖
人
第
七
〇
〇
遠
忌
の
際
に

前
進
座
で
公
開
さ
れ
た
「
日
蓮
聖
人

劇
」
の
セ
リ
フ
を
織
り
交
ぜ
た
迫
力

あ
る
語
り
口
に
、
大
勢
の
檀
信
徒
が

魅
了
さ
れ
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。

　

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
尊
い
命
を
失
わ
れ
た

皆
様
に
深
く
哀
悼
の
意
を
捧
げ
、
罹

患
さ
れ
た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
一
日
も
早
い
ご
回
復
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

今
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
へ
の

対
応
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
は
私
ど
も
宗
教
界
も
例
外

で
は
な
く
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
の
確
保
の
重
要
性
が
説
か
れ
る

中
で
、
布
教
者
と
し
て
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に

距
離
を
取
る
こ
と
の
重
要
性
が
叫
ば

れ
る
中
で
、
物
理
的
な
距
離
の
み
な

ら
ず
、
心
の
距
離
さ
え
も
開
き
つ
つ

あ
る
の
が
現
状
で
す
。

　

私
達
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
は
、

こ
の
度
、
新
し
い
生
活
様
式
に
即
し

た
啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
い
た
し
ま

し
た
。

　
「
は
な
れ
て
い
て
も
、
お
題
目
」

　

私
達
は
、
お
題
目
を
通
し
て
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
お
題
目
を

皆
で
お
唱
え
し
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
も
、
皆
様
の
心
に
平
安
が
訪

れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

　

是
非
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
活
用
頂

き
、
布
教
の
一
助
と
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

﹁
新
し
い
生
活
様
式
﹂
に

即
し
た
ポ
ス
タ
ー
作
成
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日

宗
宗
務
院

管　
　
　

長　

菅 

野 

日 

彰

宗 
務 
総 
長　

中 

川 

法 

政

伝 

道 
局 
長　

塩 

田 

義 

徹

総 

務 

局 

長　

生 
駒 

雅 

幸

伝 

道 

部 

長　

関 　
 

本 

城

教 

務 

部 

長　

栗 
原 
啓 
允

総 

務 

部 

長　

髙 

津 

憲 
周

財 

務 

部 

長　

木 

村 

吉 

孝

宗
務
総
長
室
長　

木 

内 

隆 

志

現
代
宗
教
研
究
所
長　

三 

原 

正 

資

参　
　
　

与　

渡 
 

義 

生

参　
　
　

与　

吉 

田 

顕 

綱

日
宗
新
聞
社
社
長　

舘 

岡 

壽 

宣

東
京
都
大
田
区
池
上
一
―
三
二
―
一
五

電　

話　

〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
六

https://w
w

w
.nichiren.or.jp

〒
146
｜

8544

法
華
宗（
本
門
流
）宗
務
院

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
二
―
一
九
―
一

電　

話　

〇
三
（
五
六
一
四
）
三
〇
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
五
六
一
四
）
三
〇
五
六

http://w
w

w
.hokkeshu.or.jp

〒
103
｜

0013

管　
　
　

長　

 

井 

日 

鳳

宗 

務 

総 

長　

二 

瓶 

海 

照

総 

務 

部 

長　

三 

吉 

廣 

明

教 

学 

部 

長　

清 

水 

常 

光

布 

教 

部 

長　

吉 

崎 

長 

生

財 

務 

部 

長　

久 

野 

晃 

秀

企 

画 

部 

長　

平 

田 

義 

生

顕
本
法
華
宗
宗
務
院

京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
一

電　

話　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
二
六
七

〒
606
｜

0015

管　
　
　

長　

大 

川 

日 

仰

宗 

務 

総 

長　

河 

野 

時 

巧

宗 

務 

次 

長　

吉 

永 

義 

康

教 

務 

部 

長　

小 

松 

正 

学

財 

務 

部 

長　

吉 

田 

諦 

規

庶 

務 

部 

長　

小 

島 

芳 

明

社 

会 

部 

長　

齊 

藤 

成 

貴

布 

教 

部 

長　

朝 

倉 

俊 

泰

法
華
宗（
陣
門
流
）宗
務
院

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
五
―
三
五
―
六

電　

話　

〇
三
（
三
九
一
八
）
七
二
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
五
七
六
）
〇
一
二
一

〒
170
｜

0002

管　
　
　

長　

門 

谷 

日 

悠

宗 

務 

総 

長　

西 

山 

英 

仁

総 

務 

部 

長　

牧 

野 

秀 

成

企 

画 

部 

長　

金 

原 

孝 

宜

財 

務 

部 

長　

西 

山 

聡 

達

教 

学 

部 

長　

布 

施 

義 

高

教 

化 

部 

長　

松 

𠮷 

慶 

憲

宗 

務 

参 

事　

田 

中 

隆 

寛

本
門
佛
立
宗 

宗
務
本
庁

京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
条
上
る
東
竪
町
一
一
〇
番
地

電　

話　

〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
六
六
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
六
四
）
五
五
九
九

〒
602
｜

8377

宗 

務 

総 

長　

小 

西 

日 

演

宗
務
副
総
長　

西 

村 

日 

要

宗
務
副
総
長　

谷 　

 

信 

一

教 

育 

局 

長　

髙 

須 

日 

因

弘 

通 

局 

長　

吉 

田 

日 

景

総 

務 

局 

長　

小
野
山 

日 

将 

広 

報 

局 

長　

柏 　

 

日 

胤

財 

務 

局 

長　

小 

林 

利 

之

奉 

賛 

局 

長　

松 

本 

日 

就

日

本
宗
宗
務
院

京
都
市
左
京
区
新
高
倉
通
孫
橋
上
ル
法
皇
寺
町
四
四
八

電　

話　

〇
七
五
（
七
七
一
）
三
三
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
七
一
）
五
九
一
四

〒
606
｜

8362

管　
　
　

長　

丹 

治 

日 
遠

　
　
　
　
　
　

原 

田 

智 

光

　
　
　
　
　
　

柳 

下 

正 

則

法
華
宗（
真
門
流
）宗
務
庁

京
都
市
上
京
区
智
恵
光
院
通
り
五
辻
上
ル
紋
屋
町
三
三
〇

電　

話　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
七
六
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
六
六
六

〒
602
｜

8447

管　
　
　

長　

上 

田 

日 

献

宗 

務 

総 

長　

堀　

  

智 

泰

総 

務 

部 

長　

堀 

内 

浩 

善

教 

学 

部 

長　

峰 

尾 

泉 

栄

教 

化 

部 

長　

木 

田 

慧 

明

社 

会 

部 

長　

坂 

本 

法 

保

財 

務 

部 

長　

寺 

田 

良 

正

参　
　
　

与　

木 

村 

完 

祥

本
門
法
華
宗
宗
務
院

京
都
市
上
京
区
寺
之
内
通
大
宮
東
入 

大
本
山
妙
寺
内

電　

話　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
九
七

〒
602
｜

8418

管　
　
　

長　

別 

所 

日 

山

宗 

務 

総 

長　

香 

川 

日 

憲

総 

務 

部 

長　

増 

田 

隆 

雄

宗 

務 

部 

長　

吉 

村 

日 

彦

財 

務 

部 

長　

髙 

邉 

晶 

啓

教 

務 

部 

長　

山 

下 

揮 

正

庶 

務 

部 

長　

松 

本 

真 

隆

宗
教
法
人　

国 

柱 

会

東
京
都
江
戸
川
区
一
之
江
六
―
一
九
―
一
八

電　

話　

〇
三
（
三
六
五
六
）
七
一
一
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
六
五
六
）
九
九
八
〇

http://w
w

w
.kokuchukai.or.jp

〒
132
｜

0024

賽　
　
　

主　

田 

中 

壮 

谷

　
　
　
　
　
　

原 

田 

義 

彦

門
連
常
任
理
事　

森 

山 

真 

治

門 

連 

理 

事　

藤 

本 

坦 

孝

　
　
　
　
　
　

的 

場 

春 

奈

理　

事　

長

門 

連 

理 

事

「
門
連
だ
よ
り
」

編 

集 

委 

員

京
都
日

聖
人
門
下
連
合
会

　

  

京
門
連
事
務
局

京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
一

妙
満
寺

電　

話　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
二
六
七

〒
606
｜

0015

会　
　
　

長　

大 

川 

日 

仰

副　

会　

長　

伊 

丹 

日 

章

理　

事　

長　

吉 

永 

義 

康

副 

理 

事 

長　

橋 

本 

一 

妙

日
本
山
妙
法
寺
大
僧
伽

　
　
　
　

東
京
都
渋
谷
区
神
泉
町
八
―
七

電　

話　

〇
三
（
三
四
六
一
）
九
三
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
四
六
一
）
九
三
六
七

〒
150
｜

0045
首　
　
　

座　

吉 

田 

行 

典

責 

任 

役 

員　

今 

井 

行 

康

　
　

同　
　
　

木 

津 

博 

充

　
　

同　
　
　

川 

岸 

行 

孝

　
　

同　
　
　

武 

田 

隆 

雄

　
　

同　
　
　

長 

濱 

行 

豊

　
　

同　
　
　

行 

徳 

行 

得

日
本
山
妙
法
寺
大
僧
伽
事
務
局

大
阪
日

聖
人
門
下
懇
話
会

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
谷
町
八
―
一
―
四
一

妙
光
寺
内

電　

話　

〇
六
（
六
七
六
一
）
一
九
〇
九

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
六
（
六
七
六
一
）
一
九
〇
九

〒
542
｜

0012

理　

事　

長　

佐 

野 

貫 

順

副 

理 

事 

長　

末 

澤 

禎 

隆

理
事
・
会
計　

松 

井 

英 

光

理　
　
　

事　

門 

谷 

光 

瑞

理　
　
　

事　

藤 

本 

経 

尚

理　
　
　

事　

笹 

川 

行 

恒
理　
　
　

事　

福 

島 

正 

堯

理　
　
　

事　

木 

下 

真 

良

理　
　
　

事　

京 

藤 

日 

應

理　
　
　

事　

森 

田 　

 

進

理　
　
　

事　

吉 

村 

日 

彦

理　
　
　

事　

高 

橋 

次 

郎

宗 

務 

総 

長

財 

務 

部 

長

総 

務 

部 

長

教 

務 

部 

長







（3）　令和２年 10 月 13 日 第 62 号日 聖人門連だより

日

宗
総
本
山　

身
延
山
久
遠
寺

法　
　
　

主　

内 

野 

日 

総

総　
　
　

務　

持 

田 

日 

勇

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
身
延
三
五
六
七

電　

話　

〇
五
五
六
（
六
二
）
一
〇
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
五
六
（
六
二
）
一
〇
九
四

〒
409
｜

2593

日

宗
大
本
山　

池
上
本
門
寺

貫　
　
　

首　

菅 

野 

日 
彰

執　

事　

長　

鈴 

木 

弘 

信

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

東
京
都
大
田
区
池
上
一
―
一
―
一

電　

話　

〇
三
（
三
七
五
二
）
二
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
七
五
二
）
三
三
五
〇

〒
146
｜

8576

顕
本
法
華
宗
総
本
山　

妙

満

寺

貫　
　
　

首　

大 

川 

日 

仰

総　
　
　

務　

吉 

永 

義 

康

執　
　
　

事　

中 

村 

英 

司

執　
　
　

事　

湯 

原 

正 

純

執　
　
　

事　

土 

持 

悠 

孝

執　
　
　

事　

藤 

本 

慧 

昌

京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
一

電　

話　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
二
六
七

〒
606
｜

0015

法
華
宗（
陣
門
流
）総
本
山　

本

成

寺

貫　
　
　

首　

門 

谷 

日 

悠

新
潟
県
三
条
市
西
本
成
寺
一
―
一
―
二
〇

電　

話　

〇
二
五
六
（
三
二
）
〇
〇
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
五
六
（
三
二
）
〇
〇
五
九

〒
955
｜

0845

法
華
宗（
真
門
流
）総
本
山　

本

隆

寺

貫　
　
　

主　

上 

田 

日 

献

執　

事　

長　

永 

岡 

悠 

希

執　
　
　

事　

本 

多 

信 

正

執　

事　

補　

笹 

木 

研 

吾

書　
　
　

記　

矢 

放 

啓 

亮

京
都
市
上
京
区
智
恵
光
院
通
り
五
辻
上
ル
紋
屋
町
三
三
〇

　
　
　

 

電　

話　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
七
六
二

　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
六
六
六

〒
602
｜

8447

奉
安 

門
下
最
古
一
尊
四
士
御
本
尊

日
蓮
大
聖
人
佐
渡
御
法
難
七
五
〇
年
法
要
厳
修

（
令
和
二
年
）

本
門
法
華
宗
大
本
山　

妙

寺

京
都
市
上
京
区
寺
ノ
内
通
大
宮
東
入
妙

寺
前
町
八
七
五

電　

話　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
九
七

〒
602
｜

8418

貫　
　
　

首　

別 
所 
日 

山

執　

事　

長　

佐 

野 
充 
照

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

本
山
要
法
寺

貫　
　
　

首　

丹 

治 

日 

遠

執　

事　

長　

原 

田 

智 

光

執　
　
　

事　

柳 

下 

正 

則

〒
606
｜

8362

日

本

宗京
都
市
左
京
区
新
高
倉
通
孫
橋
上
ル
法
皇
寺
町
四
四
八

電　

話　

〇
七
五
（
七
七
一
）
三
三
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
七
一
）
五
九
一
四

本
門
佛
立
宗
本
山　

宥

清

寺

　
　
　
　
　
　

髙 

須 

日 

良

執　

事　

長　

白 

石 

日 

是

事 

務 

局 

長　

栢 

森 

良 

道

京
都
市
上
京
区
一
条
通
七
本
松
西
入
滝
ヶ
鼻
町
一
〇
〇
五
―
一

　

電　

話　

〇
七
五
（
四
六
三
）
四
六
二
〇
㈹

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
六
三
）
四
六
五
一

〒
602
｜

8336

住　
　
　

職

二
十
六
世
講
有

京
都
八
本
山
会

大　

本　

山　
　

妙
顕
寺　

貫
首　

及 

川 

日 

周

大　

本　

山　
　

本
圀
寺　
　
　
　

川 

口 

日 

鷲

会
本
・
本
山　
　

本
満
寺　

貫
首　

伊 

丹 

日 

章

本　
　
　

山　
　

立
本
寺　

貫
首　

上 

田 

日 

瑞

本　
　
　

山　
　

妙
傳
寺　

貫
首　
野
々
垣 

日 

祐

本　
　
　

山　
　

本
法
寺　

貫
首　

瀬 

川 

日 

照

本　
　
　

山　
　

妙
覺
寺　

貫
首　

宮 

﨑 

日 

嚴

本　
　
　

山　
　

頂
妙
寺　

貫
首　

田 

中 

日 

淳

京  

都　

 

法
華
門
流
懇
話
会

法
華
宗
（
真
門
流
）
総
本
山
本
隆
寺　

貫
主　

上
田
日
献

顕
本
法
華
宗　
　
　

総
本
山
妙
満
寺　

貫
首　

大
川
日
仰

法
華
宗
（
本
門
流
）
大
本
山
本
能
寺　

貫
首　

桃
井
日
英

本
門
法
華
宗　
　
　

大
本
山
妙
蓮
寺　

貫
首　

別
所
日
山

日

本
宗　
　
　
　

本　

山
要
法
寺　

貫
首　

丹
治
日
遠

本
門
佛
立
宗　
　
　

本　

山
宥
清
寺　

講
有　

髙
須
日
良

法
華
宗
（
陣
門
流
）
本　

山
本
禅
寺　

貫
主　

福
井
日
進

顕
本
法
華
宗　
　
　

本　

山
寂
光
寺　

貫
首　

大
川
日
仰

日

宗
大
本
山　
　

  

清

澄

寺

千
葉
県
鴨
川
市
清
澄
三
二
二
―
一

電　

話　

〇
四
（
七
〇
九
四
）
〇
五
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
（
七
〇
九
四
）
〇
五
二
七

〒
299
｜

5505

別　
　
　

当　

金 
子 

日 

厚

執　

事　

長　

宮 
崎 
雅 

宣

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

団
参
に
は
是
非
、
研
修
会
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
六
〇
名
様
ま
で
可
。

日

聖
人

の
霊
場

出
家
得
度

立
教
開
宗

誕

生

寺

貫　
　
　

首　

石 

川 

日 

執　

事　

長　

角 

濵 

監 

鏡

千
葉
県
鴨
川
市
小
湊
一
八
三

電　

話　

〇
四
（
七
〇
九
五
）
二
六
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
（
七
〇
九
五
）
二
〇
五
五

〒
299
｜

5501

宗
祖
御
降
誕
霊
場

日

宗
大
本
山

宗
祖
御
降
誕
八
百
年
に
向
か
っ
て
の
祈
り

日

宗
霊
跡
本
山 

比
企
谷　

妙
本
寺

法
華
本
門
寺
根
源

貫　
　
　

首　

旭 　

 

日 

重

参　
　
　

与　

川 

名 

義 

顕

参　
　
　

与　

吉 

田 

日 

綱

参　
　
　

与　

井
野
上 

正 

文

執　

事　

長　

鈴 

木 

春 

雄

〒
418
｜

0112

静
岡
県
富
士
宮
市
北
山
四
九
六
五

電　

話　

〇
五
四
四
（
五
八
）
一
〇
〇
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
四
四
（
五
九
）
〇
三
〇
三

日
興
上
人
御
聖
廟

日

宗
大
本
山

日

宗
大
本
山　

中
山
法
華
経
寺

貫　
　
　

首　

新 

井 

日 

湛

参　
　
　

与　

田 

代 

浩 

敬

参　
　
　

与　

植 

田 

観 

樹

参　
　
　

与　

田 

中 

貞 

奨

参　
　
　

与　

松 

本 

慈 

恵

参　
　
　

与　

關 　

 

観 

亮

千
葉
県
市
川
市
中
山
二
―
一
〇
―
一

電　

話　

〇
四
七
（
三
三
四
）
三
四
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
（
三
三
四
）
一
七
九
六

〒
272
｜

0813

堀
之
内
妙
法
寺

山　
　
　

主　

山 

田 

日 

潮

東
京
都
杉
並
区
堀
之
内
三
―
四
八
―
八

電　

話　

〇
三
（
三
三
一
三
）
六
二
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
三
一
三
）
五
〇
〇
七

〒
166
｜

0013

や
く
よ
け
祖
師

日

宗
本
山

藻

原

寺

貫　
　
　

首　

持 

田 

日 

勇

総　
　
　

務　

増 

田 

寶 

泉

執　
　
　

事　

冨 

永 

一 

道

執　
　
　

事　

中 

川 

貫 

泰

千
葉
県
茂
原
市
茂
原
一
二
〇
一

電　

話　

〇
四
七
五
（
二
二
）
三
一
五
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
五
（
二
二
）
一
一
七
三

〒
297
｜

0026

日

門
下
お
題
目
初
唱
之
霊
場

日

宗
本
山
東
身
延

瑞

輪

寺

貫　
　
　

首　

井 

上 

日 

修

執　

事　

長　

稲 

荷 

泰 

雅

東
京
都
台
東
区
谷
中
四
―
二
―
五

電　

話　

〇
三
（
三
八
二
一
）
四
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
八
二
一
）
七
〇
三
三

〒
110
｜

0001

徳
川
家
康
公
報
恩
創
建

日

宗
由
緒
寺
院

除
厄
安
産
飯
匙
の
祖
師
・
七
面
大
明
神
奉
安

令
和
三
年
二
月
十
六
日
は

宗
祖
御
降
誕
八
〇
〇
年
を

迎
え
ま
す

〒
248
｜

0007

神
奈
川
県
鎌
倉
市
大
町
一
―
一
五
―
一

電　

話　

〇
四
六
七
（
二
二
）
〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
六
七
（
二
五
）
六
九
六
七

貫　
　
　

首　

鈴 

木 

日 

敬

法
華
宗（
本
門
流
）大
本
山　

鷲

山

寺

貫　
　
　

首　

佐 

藤 

日 

賢

執　

事　

長　

渡 

辺 

明 

博

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

千
葉
県
茂
原
市
鷲
巣
四
八

電　

話　

〇
四
七
五
（
二
二
）
二
九
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
五
（
二
二
）
三
〇
三
八

〒
297
｜

0051



第 62 号 日 聖人門連だより 令和２年 10 月 13 日　（4）

◆
三
月
二
十
三

日　

総
本
山
本

隆
寺
に
於
い
て
春
季
彼
岸
法
要
厳
修
。

◆
四
月
十
一
日
～
十
三
日　

総
本
山

本
隆
寺
に
於
い
て
春
季
大
法
会
を
厳

修
。

◆
八
月
十
六
日　

総
本
山
本
隆
寺
に

於
い
て
盂
蘭
盆
施
餓
鬼
法
要
を
厳
修
。

参
拝
者
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
保
ち
、
僧
侶
は
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー

ド
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
、
感

染
予
防
対
策
を
十
分
に
講
じ
て
勤
め

る
。

◆
八
月
二
十
二
～
二
十
六
日　

総
本

山
本
隆
寺
に
於
い
て
真
門
学
林
・
北

海
道
支
学
林
開
講
、
並
び
に
夏
季
講

習
会
を
開
催
。
学
林
長
、
講
師
の
講

義
を
リ
モ
ー
ト
で
受
講
。

◆
八
月
二
十
五
日　

総
本
山
本
隆
寺

に
於
い
て
霊
宝
虫
払
会
を
開
催
。

◆
九
月
二
十
五
日　

総
本
山
本
隆
寺

に
於
い
て
秋
季
彼
岸
法
要
厳
修
。

◆
十
月
十
二
日
～
十
三
日　

総
本
山

本
隆
寺
に
於
い
て
秋
季
大
会
を
厳
修
。

総
本
山
本
隆
寺
平
成
大
改
修
本
堂
上

棟
式
を
執
行
。

◆
真
門
流
青
年
会　

日
蓮
大
聖
人
御

降
誕
八
〇
〇
年
記
念
事
業
と
し
て
、

一
部
八
巻
の
写
経
を
全
末
寺
・
檀
信

徒
よ
り
勧
募
。

（
矢
放
啓
亮
）

◆
三
月
十
一

日
、
第
百
十
回

本
門
法
華
宗
宗
会
が
大
本
山
妙
蓮
寺

卯
木
講
堂
に
お
い
て
開
催
。
大
本
山

妙
蓮
寺
貫
首
別
所
日
山
猊
下
が
本
門

法
華
宗
管
長
に
推
戴
。

◆
五
月
十
二
日
、
大
本
山
妙
蓮
寺
（
別

所
日
山
貫
首
）
に
お
い
て
春
季
大
法

要
を
奉
修
。

◆
六
月
二
十
四
日
、
第
百
十
一
回
本

門
法
華
宗
臨
時
宗
会
が
キ
ャ
ン
パ
ス

プ
ラ
ザ
京
都
に
お
い
て
開
催
。

◆
機
関
紙
﹃
信
行
﹄
第
百
九
十
三
号
、

布
教
誌
﹃
生
き
る
﹄
第
七
十
四
号
を

七
月
一
日
に
発
行
。

（
吉
村
光
敬
）

◆
令
和
二
年
一

月
一
日
、
元
旦

大
国
祷
。新
年
拝
賀
式
。神
酒
拝
戴
式
。

賽
主
先
生
以
下
有
志
明
治
神
宮
参
拝
。

七
日
、
昭
和
天
皇
祭
。
式
後
、
賽
主

先
生
以
下
中
央
有
志
、
武
蔵
野
御
陵

参
拝
。
十
三
日
、
近
畿
地
方
連
合
局

新
年
会
（
於
、
天
業
館
）
に
賽
主
先

生
御
出
席
。
十
七
日
、
恩
師
忌
。
賽

主
先
生
以
下
本
部
員
霊
廟
常
勤
給
仕
。

十
九
日
、
妙
宗
大
霊
廟
各
局
輪
番
常

勤
給
仕
、
翌
日
ま
で
開
催
。

二
十
日
、
妙
宗
大
霊
廟
例
月
供
養
会
。

午
後
、
中
央
同
志
新
年
大
会
開
催
。

◆
二
月
一
日
、
月
旦
国
祷
。
十
一
日
、

紀
元
節
慶
讃
法
要
。
六
日
、
日
蓮
宗

大
本
山
誕
生
寺
・
鈴
木
宇
海
布
教
部

長
ご
来
園
。
お
題
目
サ
ミ
ッ
ト
の
件
、

森
山
真
治
理
事
と
打
合
せ
。「
明
治
の

日
」
運
営
委
員
会
（
於
、
衆
議
院
第

二
議
員
会
館
）
に
森
山
真
治
運
営
委

員
出
席
。
十
五
日
、
釈
尊
涅
槃
会
報

恩
大
法
要
。
法
華
経
講
習
会
（
担
当
、

藤
本
坦
孝
講
師
）
開
催
。
妙
宗
大
霊

廟
各
局
輪
番
常
勤
給
仕
、
翌
日
ま
で

開
催
。
十
六
日
、
日
蓮
聖
人
降
誕
会

慶
讃
大
法
要
並
例
月
供
養
会
。
お
題

目
サ
ミ
ッ
ト
（
於
、
日
蓮
宗
大
本
山

小
湊
誕
生
寺
）
に
賽
主
先
生
ご
出
席
。

十
七
日
、
恩
師
忌
。
本
部
常
勤
給
仕
。

二
十
三
日
、
天
長
節
慶
讃
法
要
。

（
森
山
真
治
）

令
和
二
年
度
行

事

◆
一
月
二
十
七
日
（
月
）
新
年
理
事

会
（
本
能
寺
大
寶
殿
）
会
長
大
川
日

仰
猊
下
、
副
会
長
伊
丹
日
章
猊
下
、

理
事
長
吉
永
義
康
師
、
副
理
事
長
橋

本
一
妙
師
。

◆
二
月
十
五
日
（
土
）
総
会
・
日
蓮

聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
慶
讃
大
法
要

（
顕
本
法
華
宗
総
本
山
妙
満
寺
）
大
導

師
妙
満
寺
貫
首
大
川
日
仰
猊
下
、
講

師
妙
顕
寺
貫
首
及
川
日
周
猊
下
。
記

念
講
演
俳
優
嵐
圭
史
氏

◆
六
月
十
八
日
（
木
）
臨
時
理
事
会

　

小
湊
誕
生
寺
団
参
の
件

◆
七
月
二
十
九
日
（
水
）
全
門
身
延

理
事
会
（
身
延
山
久
遠
寺
）
会
長
、

理
事
長
等
出
席
。

◆
十
月
四
日
（
日
）
～
五
日
（
月
）

小
湊
誕
生
寺
団
体
参
拝
（
理
事
長
等

代
表
参
拝
に
変
更
）。

◆
十
月
二
十
二
日
（
木
）
全
門
京
都

理
事
会
（
顕
本
法
華
宗
総
本
山
妙
満

寺
）。

◆
十
二
月
中
旬　

理
事
会
（
本
能
寺

大
寶
殿
）
行
事
報
告
、会
計
報
告
の
件
。

次
年
度
事
業
予
定
、
予
算
案
審
議
。

◆
十
二
月
二
十
二
日
（
火
）
門
下
本

山
会
主
伴
会　

当
番
日
蓮
宗
本
山
本

満
寺
。

（
永
岡
龍
明
）

◆
「
千
鳥
ヶ
淵

戦
没
者
追
善
供

養
並
び
に
世
界
立
正
平
和
祈
願
法
要
」

が
終
戦
記
念
日
の
八
月
十
五
日
、
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
で
中
川
法
政
宗

務
総
長
ご
名
代
の
生
駒
雅
幸
総
務
局

長
を
導
師
で
営
ま
れ
た
。

◆
龍
口
法
難
七
百
五
十
年
を
迎
え
、

九
月
十
一
日
、
菅
野
日
彰
管
長
猊
下

を
導
師
に
宗
門
法
要
が
営
ま
れ
、
日

蓮
聖
人
の
威
徳
を
讃
え
た
。

（
大
澤
宏
明
）

◆
二
月
十
六
日

　
﹃
法
華
宗
年

表
Ⅱ
﹄
刊
行
。
昭
和
四
十
七
年
よ
り

平
成
二
十
二
年
ま
で
の
宗
門
・
宗
内

寺
院
行
事
等
の
事
項
を
網
羅
。
宗
祖

日
蓮
大
聖
人
聖
誕
八
百
年
記
念
事
業

の
一
環
。

◆
三
月
十
一
日　

東
日
本
大
震
災
犠

牲
者
慰
霊
及
び
復
興
祈
願
法
要
（
於
：

法
華
宗
宗
務
院
）。

◆
四
月
一
日　

法
華
宗
管
長
・
大
本

山
光
長
寺
御
貫
首

井
日
鳳
猊
下
が

公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
副
会

長
に
就
任
。
任
期
は
二
年
間
。

◆
五
月
十
八
日　

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
、

八
月
末
ま
で
休
校
中
の
興
隆
学
林
専

門
学
校
に
於
い
て
令
和
二
年
度
入
試

合
否
判
定
を
実
施
。
試
験
問
題
を
「
小

論
文
」「
筆
記
試
験
」（
自
宅
受
験
）

と
し
、
宗
学
科
四
名
、
宗
学
研
究
科

四
名
が
合
格
。
本
年
度
は
九
月
一
日

開
講
。

◆
六
月
十
八
～
十
九
日　

第
七
十
五

次
定
期
宗
会
開
催
（
於
：
ロ
イ
ヤ
ル

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
）。

◆
六
月
二
十
五
～
二
十
六
日　

令
和

二
年
度
全
国
宗
務
所
長
会
開
催
（
於
：

法
華
宗
宗
務
院
）。

※
い
ず
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
を
取
っ
た
上
で
東
京

に
て
開
催
。

◆
興
隆
学
林
専
門
学
校
開
講
式
。
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
授
業
開
始
。

◆
十
一
月
十
三
日　

大
本
山
本
興
寺

開
創
六
百
年
記
念
法
要
奉
修
予
定
。

（
芹
澤
寛
隆
）

◆
三
月
六
日
・

七
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
京
都
・
総
本
山
妙
満
寺

に
お
い
て
、
第
七
十
五
定
期
宗
会
が

開
催
さ
れ
た
。
平
成
三
十
一
年
（
令

和
元
年
）
度
宗
務
事
業
報
告
及
び
決

算
、
令
和
二
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

◆
五
月
十
六
日
・
十
七
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
京
都
総
本
山
妙
満
寺
に

お
い
て
、
大
川
日
仰
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
春
季
報
恩
大
法
要
が
奉
修
さ

れ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
を
鑑
み
、
全
国
檀
信

徒
に
よ
る
団
体
参
拝
や
「
安
珍
清
姫

の
鐘
」
鐘
供
養
・
舞
踊
奉
納
等
を
中

止
し
た
。

（
橘
無
限
）

◆
一
月
二
十
一

日
、
第
百
三
十

二
次
臨
時
宗
会
が
宗
務
院
に
て
開
催

さ
れ
た
。

◆
二
月
三
日
、
総
本
山
本
成
寺
（
新

潟
県
三
条
市
）
で
「
節
分
大
祈
願
会
」

が
、
本
成
寺
貫
首
・
門
谷
日
悠
猊
下

導
師
に
よ
り
厳
修
さ
れ
た
。
今
年
も

午
前
十
一
時
と
午
後
二
時
の
祈
願
終

了
後
に
は
恒
例
の
鬼
踊
り
、
豆
ま
き

が
行
わ
れ
参
詣
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

◆
三
月
二
十
六
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
会
期
を
一
日

に
短
縮
し
て
第
百
三
十
三
次
定
時
宗

会
が
宗
務
院
に
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
本
年
の
宗
務
所
長
会
、
会
計
監
査

会
、
法
華
宗
学
林
、
雅
楽
練
習
会
、

宗
法
審
議
委
員
会
、
中
央
行
学
講
習

会
は
中
止
と
な
っ
た
。

◆
六
月
十
三
日
～
十
四
日
、
品
川
天

妙
国
寺
に
お
い
て
法
華
宗
連
絡
協
議

会
・
統
合
学
院
（
前
期
）
が
開
催
さ

れ
た
。

◆
六
月
十
九
日
～
二
十
一
日
の
三
日

間
、
総
本
山
本
成
寺
に
て
門
谷
日
悠

猊
下
導
師
に
よ
り
日
蓮
大
聖
人
佐
渡

御
法
難
七
百
五
十
年
ご
報
恩
・
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
疫
病
退
散
祈
願
祠

堂
大
法
要
が
厳
修
さ
れ
た
。

◆
六
月
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
対
策
と
し
て
、
申
請
を
し
た
寺
院

に
対
し
特
別
定
額
給
付
金
十
万
円
を

交
付
し
た
。

（
竹
内
敬
雅
）

◆
令
和
二
年
二

月
二
十
五
日
、

政
府
よ
り
発
表
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
の
基
本

方
針
を
受
け
、
翌
日
二
十
六
日
、
宗

門
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
宗
門
と
し
て

の
対
応
を
宗
内
教
講
に
呼
び
掛
け
た
。

又
、
三
月
二
十
七
日
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
あ
た
り
、

海
外
教
区
に
向
け
、
宗
務
本
庁
弘
通

局
海
外
部
よ
り
激
励
の
言
葉
を
世
界

に
発
信
。
さ
ら
に
佛
立
第
二
十
六
世

日
　
　
　
宗

顕
本
法
華
宗

本
門
法
華
宗

国

柱

会

京
都
門
下
連
合
会

法
華
宗（
真
門
流
）

2,200

3,300

講
有
髙
須
日
良
上
人
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
あ
た
り

宗
内
教
講
に
対
し
て
諭
告
を
発
し
た
。

◆
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
～
み
ん
な

で
祈
ろ
う
！
Ｈ
Ｂ
Ｓ 

ｂ
ｅ 

ｏ
ｎ
ｅ

～
」
を
宗
門
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発

信
。
非
常
事
態
宣
言
下
で
信
行
活
動

に
制
限
が
か
か
っ
て
い
た
イ
タ
リ
ア
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
等
の
海
外

教
区
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
「
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
（
異
体
同
心
）」
と

い
う
パ
ネ
ル
を
掲
げ
励
ま
し
合
い
苦

難
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

◆
四
月
二
十
九
日
よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
で
猛
威
を
振

る
う
中
、
本
門
佛
立
宗
の
僧
侶
・
信

徒
が
共
に
力
を
合
わ
せ
、
新
型
コ
ロ

ナ
早
期
終
息
を
祈
る
祈
願
口
唱
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
た
。

◆
令
和
二
年
六
月
一
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
関

西
で
、
本
門
佛
立
宗
の
オ
ン
ラ
イ
ン

参
詣
の
取
り
組
み
「
仏
教
界　

変
わ

る
〝
つ
な
が
り
〟
の
形
」
が
放
送
さ

れ
た
。
又
、
六
月
十
二
日
に
は
、
同

内
容
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
は
よ
う　

日
本
」

に
て
全
国
放
送
さ
れ
た
。
内
容
は
宗

務
本
庁
弘
通
局
教
養
部
部
長
・
西
田

登
光
師
（
三
原
教
薫
寺
住
職
）
の
全

国
規
模
の
オ
ン
ラ
イ
ン
祈
願
と
紙
芝

居
御
法
門
、
広
報
局
広
報
部
長
・
松

本
現
薫
師
（
京
都
妙
福
寺
住
職
）
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
あ
わ
せ
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
か
ら
生

ま
れ
た
新
た
な
つ
な
が
り
な
ど
本
門

佛
立
宗
と
し
て
の
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
た
。

◆
九
月
二
十
七
日
、
来
年
に
迎
え
る

第
七
回
青
少
年
の
一
座
に
向
け
全
国

青
少
年
の
信
徒
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
プ
レ
法
要
を
行
う
。
本
山

宥
清
寺
か
ら
ラ
イ
ブ
配
信
で
全
国
、

世
界
各
国
を
つ
な
い
で
新
型
コ
ロ
ナ

終
息
祈
願
な
ど
を
行
う
予
定
。

（
長
松
清
潤
）

◆
例
年
、
大
阪

門
下
懇
話
会
で

は
「
由
緒
寺
院
巡
拝
バ
ス
ツ
ア
ー
」

を
実
施
し
、
本
年
は
「
日
蓮
宗
本
山 

立
本
寺
」
及
び
伏
見
桃
山
御
陵
（
明

治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
）
の
参
拝
と

伏
見
散
策
を
計
画
、
準
備
を
進
め
て

い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
延
期
と
な
っ
た
。

法
華
宗（
本
門
流
）

法
華
宗（
陣
門
流
）

本
門
佛
立
宗

大
阪
門
下
懇
話
会


